
　（別紙４-２） 事業所名　グループホームアウル

作成日：　平成　　25年　3月　21日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 34

急変や事故発生時に対し数度に渡る研修、会
議等でシュミレーションを行ってはいるが、急変
状況に対応出来ない職員、又新人職員の採用
にあたり、再度研修を行いたい。

すべての職員が緊急時対応を、又、事故発
生時に随時状況に応じた対応が出来るよう
にしたい。

自主参加にし、シュミレーションを用いて研修し
ていきたい。

6ヶ月

2 35
地震、津波の災害時等の避難誘導等の対応
を、自主的に行動出来るようにしたい。

自然災害におけるさまざまな災害に対しす
べての職員が対応、避難、誘導出来るよう
にしたい。
また、近隣住民への呼びかけを行う。

自主参加にし、シュミレーションを用いて研修し
ていきたい。
また近隣住民へ事業所の現状や訓練を見て頂
き災害時等応援を仰ぐ。

6ヶ月

3 4
運営推進会議の参加者への周知や会議内容
の周知に不足がある。

参加者が参加しやすい周知方法の徹底と
内容の周知を行う。

口頭、書面にてご家族へ参加を促し、沢山の
意見要望を汲み取り、日々の支援の向上につ
なげていきたい。

開催そ
の都度

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　
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